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■１００万人に伝える幸せのメッセージ（退任ご挨拶として） 
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A類常任理事  荒木 龍彦 

１期２年の間、Ａ類常任理事の大役を務めさせていただきました。仕事の都合により退任いたしますが、在任中多数のメンバー

の皆様とサービスの活動をご一緒させていただき、たくさんのことをお教えいただきましたことに心から感謝申し上げます。 
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期間中、多くの回復のストーリーに接することができ、ＡＡの

コミュニティとプログラムのすばらしさを改めて実感しました。Ａ

Ａの幸せのメッセージは、いまも苦しんでいる全国１００万人の

アルコホーリクに伝わっていってほしいと切に願う気持ちです。

そしてメッセージを受け取った人がＡＡにつながるかどうかに

ついては、私たち関係者の果たすべき役割も大きいかと思い

ます。今後は、全国のＡＡメンバーの方々と連携しながら、一

人でも多くのアルコホーリクの方々がＡＡにつながるよう仕組

み作りに努力していきたいと思います。 

その目途は、ＡＡ日本の５０周年（２０２５年）の時点でのメン

バー数５万人。 

この数字は、人口が２倍のアメリカでＡＡメンバーが１４０万人

いることを思えば、決して不可能な数字ではないはずです。

達成の可否はただ一つ、ＡＡの方を含め関係する人誰もがそ

の気になって取り組んでいくことができるかどうかだと思いま

す。 

それはお酒の問題で苦しんだまま人生を終えるかもしれな

いアルコホーリクと、その周囲の人々が、多数救うことになるか

もしれない、真に価値のある取組みです。みなさんも、残す人

生を、みなさんの貴重な体験を生かして、同時代に生きる

人々が幸せに生きられるようにすることに充ててみませんか。

私は、これからも、そうしようという方々と関わらせていただき、

手を携えていきたいと思っています。できない理由ではなく、

どうしたら可能であるのか、今、何をやめて何をすることが必

要であるのかを、それぞれが思い描く目標に照らして明確に

し、進めていきましょう。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

■一夢中 
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B類常任理事中村 

心からの感謝を込めて、この一文を私の家族、ホームグル

ープ、そして AAプログラムと私の理解するハイヤーパワーに

捧げます。 

4年前、私がグループからお預かりした B類東日本圏地方

常任理事の任期を終えますのでグループにお返し致します。 

後事は、自ら集会で立候補の意思を表明し、地域のグルー

プから後押しを受けて、第 21回評議会で選ばれた新体制の

常任理事会へと引き継がれます。 

私は、第 1～2回評議会の評議員でした。その私が、B類常

任理事の役割を預かって再び評議会の場に辿り着くまで 16

年の歳月が必要でした。その間、4度の立候補をしました。落

ちる度に仲間は「ハイヤーパワーは、今はお前の出番では無

いと云っているだけさ！」と、慰めにも励ましにもならない優し

い言葉を、その都度掛けてくれていたのを思い出します。 

この 4年間を今思い返すと瞬く間の夢のようです。役割を通

じて出会った方々から手厳しい率直なご意見を戴き、その一

人一人と交わした言葉のやり取りの中に、AAゼネラル・サービ

ス活動への熱意と確かな手ごたえを実感しました。 

私は、今回の役割に向き合う時、元 NY.GSOマネージャー

の G氏から直接口伝された『サービスの原理』を心に取り組ん

で来ました。私は、彼からこれを何時か日本のメンバーに伝え

て欲しいとその時に頼まれましたので、今回、退任の挨拶とし

てこの話をグループの皆さんにお伝えしたいと思います。 

彼は、『サービスの原理』として「サービスの難しい用語を多

用して伝えてはいけない」と云います。サービス用語を多用す

ると、本来自分たちに身近な話題が無関係に感じられるから

です。私も、サービスに関して熱弁を振るえば振るう程、メンバ

ーの関心は薄れて行く事を実感していましたので、この話に

は説得力が有りました。では、どうするのか？彼は、身近な話

題に触れながら、冗談交じりに笑える話をして問題意識を掘り

起こし、サービスが如何に楽しいものなのかを伝える事、と云

う。 

私は、これは中々出来ない相談だ！と思った。しかし、彼は

いつも葉巻をくわえながら多くのメンバーに自らの失敗談を語

り掛けては周囲の笑いを誘っていた様子を思い起こす度、成

程そういう事なのかと頷いた。 

私たちは失敗を恐れる。特にサービス於いては、用語も煩

雑で中々理解し難いから尚更だ。 

しかし彼は云う、 

 

 

2016 年 3 月 20 日 

 

月 20 日 

Alcoholics Anonymous 

ＡＡ日本ニューズレター 
No.176 

 
 
 

 



2 

私たちは霊的な成長を願っているのだから、何も畏れずに

問題に取り組み、それをグループ～地区～地域と順次話し合

い、その解決方法を探り、それらを評議会に届け、ハイヤーパ

ワーならどう取り扱うかを判断することがゼネラル・サービスの

本質なんだと。 

4年間、AA日本のしもべとしてグループ全体から信任を頂き、

役職と権限を与えて戴いた事はAAメンバーとして身に余る名

誉と、反面的には日々責任の重さを感じていました。しかし、

何事も苦楽一如、役割を終えて振り返えれば、そのすべてが

笑い話として語るべき持ちネタです。役割と云う経験の時を戴

き、活動と云う仲間の力を預り、報告と云う分かち合いの希望

を与えられました。あらためてグループ各位に感謝を申し上げ

ます。 

 

■感謝をこめて 
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Ｂ類常任理事中山 

私はＡＡに助けられました。だから、四年もの長きにわたりＡ

Ａ共同体に常任理事として奉仕できたことは大きな喜びでし

た。また、一緒に活動する理事会構成メンバーにも恵まれまし

た。そのほかたくさんの方にお世話になりました。 

伝統５の言うとおり、ＡＡ共同体の目的はただひとつだけ、

苦しんでいるアルコホーリクに回復のメッセージを運ぶことで

す。そのことは、昔も今も、そして未来もきっと変わらないことで

しょう。それでも、常任理事として活動し、いろいろな方と話を

させていただいたなかで、一つのことをあらためて強調したい

思いが残りました。 

それは、常任理事会はＡＡグループやＡＡメンバーのため

に存在しているわけではない、ということです。確かに、常任

理事会はグループやメンバーから献金をいただいて活動して

います。しかしそれは、常任理事会やオフィスが、いただいた

献金にふさわしいサービスをグループやメンバーにお返しす

るためではありません。 

ＡＡのすべての活動の目的は、ＡＡ共同体の外側にいるア

ルコホーリクに回復のメッセージを届けることです。私たち現

在のＡＡメンバーが生きていられるのは、過去の先達たちがそ

のように「見返りを求めない」活動をしてくれたからに違いあり

ません。逆三角形のサービス機構全体も、ＡＡの外にいるア

ルコホーリクのために存在しているのです。 

２０年ほど前に、先行く仲間から一枚の紙を渡されました。ず

いぶん以前にＪＳＯから出版されていたものだそうです。ピート

田中訳と書かれたその文章は、私に強い衝撃を与えました。

後にそれはアメリカのＡＡに伝わる言葉を、ピーター神父が訳

したものだと知りました。改めて原文から翻訳したものをここに

紹介し、退任の挨拶に代えさせていただきます。 

何であれ、私の力でできたことなど一つもなかったのです。

感謝をこめて。 

 

 

不思議な力（WHY WE WERE CHOSEN） 

 

神はその英知により、自分の慈愛の分配役として、このグ

ループの人々を選ばれた。 

神は、この不思議な力を運ぶ者を選ぶにあたって、尊敬を

集める人々、権力を持つ人々、有名な人々、才能溢れる

人々のところへは行かれなかった。 

かわりに神は、みすぼらしく、病気で、不運な人々のところ

を訪れた。 

すなわち、飲んだくれのところへ、世の中でもっとも頼りない

とされる者のところへとやって来られた。 

そして、こう言われた。 

わたしは、この計り知れない力を、あなたたちの弱い、力無

い手に委ねた。 

あなたたちに与えた力は、人々の中で最も教養のある者で

さえ、それを拒んだものである。 

科学者にでもなく、政治家にでもなく、また妻たちや母親た

ちにでもなく、ましてわたしの司祭や牧師たちにでもなく、わた

しはあなたたちに、他のアルコホーリクを癒す力を委ねた。 

その力を利己的に用いてはならない。その力には重大な責

任が伴っているのだ。 

無駄にして良い時間など無い。 

助力の求めを先延ばしにしてはいけない。 

どのケースも同情し過ぎることはない。 

困難すぎる努力も、つらすぎる苦労もない。 

わたしはその力の適用を、どんな人種にも、どんな教義にも、

どんな宗派にも限りはしなかった。だから寛容さを欠いてはな

らない。 

個人的に非難を受けることもあるだろう。 

正しく評価されないのが当たり前である。 

嘲笑を浴びることも多いだろう。 

あなたたちの動機は誤解を受け、反対されることも覚悟し

ておかなければならない。 

人々の反対の声は、あなたたちがスピリチュアル（霊的）

な完全性へと登る梯子の横木になるのだ。 

だが、憶えておいて欲しい。この力を使うにあたって、わたし

はあなたたちに、決してできないことを命じたりはしないのだと

いうことを。 

あなたたちが選ばれたのは、特別な才能があったからではな

い。 

だから、もし努力が報いられることがあっても、それを自分た

ちの優秀の証（あかし）と考えるのではなく、わたしが贈った

力によって成し遂げられたと述べるよう、いつも気をつけていな

さい。 

もしわたしが、この使命を果たすために、教養ある人物を望

んだのならば、この力を医師や科学者に委ねただろう。 

もしわたしが、雄弁な人物を望んだとしたなら、候補者には

事欠かなかったであろう。なぜなら、わたしが人類に授けた能

力の中で、もっとも利用しやすいのは言葉なのだから。 
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もし私が学者を望んだとしたなら、世の中にはあなたたちよ

り優れた人たちがたくさんいる。 

あなたたちが選ばれたのは、あなたたちが世の中から見捨て

られた者だったからである。 

あなたたちは、酒飲みとしての長い経験によって、いたるとこ

ろに居るアルコホーリクの、孤独な心があげる悲痛な叫びに、

謙虚に耳を傾けられるようになっているか、これからそうなれる

はずだからである。 

あなたたちがＡＡに入った時に、自分が認めたことを、いつ

も忘れないでいるようにしなさい。自分が無力であり、自分の

意思と生き方をわたしの配慮に進んで委ねようとするときにこ

そ、助けが得られるということを。 

 

■４年間本当にありがとうございました 
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B類常任理事星 

４年前、何人かのメンバーから背中を押されて常任理事に

立候補しました。その時には、実は立候補するという噂の方が

おられて、選出選挙になるのではないかと覚悟していました。

けれど、ふたを開けてみると信任投票だけということになり、あ

っさり常任理事になることが決まる運びになってしまいました。

皆さんのしもべとなるからには、それなりのことを達成しようと思

っていたのも確かなのですが、とうとう退任の挨拶を書く時期

がやってきた今は、結局ほとんど何もできなかったな、という感

触だけが残っています。 

私の夢は（希望ではなくて）「日本のＡＡメンバーが５万人～

10万人になる日をこの目で見たい」というものです。そのため

に、なにがしかできるのではないか、と考えて常任理事になっ

たのは確かです。けれど、私たちの常として「思い通りにはな

らなかった」のです。ＡＡメンバーの数は少しずつ増えてきて

いると言われていますが、正直なところ増えた実感はありませ

ん。確かにグループの数は増えてきています。ですが、1つの

グループが割れてもっと人数の少ないグループがいくつかで

きても、全体の数にはつながっていない、というのが実態では

ないでしょうか？ 

数ではなくて中身なんだ！と思われる方も大勢おられること

でしょう。それはそうなのですが、今苦しんでいるアルコホーリ

クが 100万人（別の数字では 240万人）いることを考えると、救

いの手をつかんだ人たちがあまりにも少なすぎることを痛感せ

ざるを得ません。もう一つの自助グループはもっと事情がきつ

くて人数が減ってきている上に高齢化が進んでいるそうです。

どちらかにつながればいいのではなかろうかと考えても、助か

る方法を見つける人たちが少なすぎるとは思いませんか？ア

メリカ／カナダでは、アルコホーリクが 1000万単位で存在する

のに対してＡＡメンバーが 100～200万人います。割合を考え

てみたら日本でもＡＡメンバーが 10万人を超えても不思議で

はないはずです。 

そのためにも何かできることがあればしたい、と思って常任

理事という重責を引き受けることにしました。ところが、やらなけ

ればならないことは思った以上に多く、自分がしたい方向には

なかなか動くことができませんでした。やはり評議会を含めた

ゼネラル・サービスに関わっていこうとする人たちが今最もしな

ければならないのは世の中にＡＡを知ってもらうこと（広報）だ

と感じています。幸い、その方向に何名ものメンバーが目を向

けようとしてくれています。お願いしたいのは、もっと多くのメン

バーが、グループが、地区が、地域が広報に力を入れてくれ

ること、広報のためには何をしたらいいのかを考えること、そし

てそれを実際の行動に移していくことだと思うのです。ＪＳＯが、

常任理事会が自分たちのために何をしてくれるかではなく、

自分たち一人一人がＡＡのために何ができるかを考えようで

はありませんか。 

そして、最後に常任理事の役割を務めながら感じたことを書

いておきたいと思います。一つは献金のことです。今年の評

議会で、個人献金の上限引き上げが勧告されました。それと

同時に、亡くなったメンバーの思い出として遺贈献金すること

も認められました。献金は自主的にするものなので、もっと各

グループからの献金を、とはお願いしにくいかもしれません。

けれど、ＡＡのおかげで回復して財産もでき、今は昔からは考

えられないような生活をしている人たちは大勢います。そういう

人たちにお願いです。ＪＳＯやセントラル・オフィスに直接個人

献金することを考えていただけないでしょうか？その献金が延

いては今苦しんでいるアルコホーリクのためになり、一人のア

ルコホーリクが助かるとその周辺にいるおそらく10名以上の人

たちが助かる、ということを思い起こしていただきたいのです。 

もう一つは書籍を利用していただきたい、ということです。Ａ

Ａメンバーの数は少しずつでも増えて行っているはずなのに、

書籍の売り上げは減ってきています。もっと積極的に書籍をミ

ーティングで使っていっていただきたい、そして個人で所有し

ていただきたい、というのが私の願いです。書籍の中には、Ａ

Ａプログラムの神髄が詰まっています。それを利用しない手は

ないと思うのです。 

最後に、この４年間本当にありがとうございました。まだ私の

サービス活動が終わったわけではありません。メッセージや広

報、自分ができることをやっていきたいと思っています。どこか

で軌道が出会うこともあろうかと思いますが、そのときには、１メ

ンバーに戻ったマイクと一緒にプログラムをやっていただきた

いと思っています。 

 

■心から「ありがとうございます」を贈ります 
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WSM評議員野崎 

振り返るとかなり長い間ＡＡの全体サービスに関わらせてい

ただいた。おかげさまで飲まない生き方がどうにか続けられた

ようである。 

たくさんの人たち（ＡＡメンバー、メンバーを取り巻く人、ＡＡ

の友人などなど）との出会い、ふれあいの中で多くの経験をも

らい、自分自身の生き方を身の丈サイズに、そして成長を常

に目指して歩くことができた。 
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まさにアル中三昧なのだろう。２０数年前に精神病院に入院

したことが、これほどのステキな生き方の始まりになろうとは考

えもしなかった。どうやって生きていくか、それすらも頭になか

ったことを思い出す。母親に付き添われ病院までの３時間、震

える身体と不安を、一杯飲めば落ち着くと考えながらなんとか

到着した。今でもその情景は忘れることがない。飲まないでも

生きられるとここで教えられたようだ。 

退院後の生活は経験のない飲めない生き方になるわけで、

とても不安の中で近所のＡＡミーティング会場に足を運んだ、

最初の奇跡かもしれない。 

ＡＡは奇跡の連続である、病院からＪＳＯに電話をしたこと、

近所にＡＡがあったこと、 

良き先人たちがそこにいたこと、その時々にはなんとも思わ

なかったことだが、考えればその時に何か大きな力が働いて

いたことを感じられる。自分のところにＡＡのプログラムが届い

たという奇跡を、今こうして穏やかな飲まない生き方の中で享

受している。感謝のしようがない、とても表現の出来ない大きさ

を持っているこの贈り物を、少しでも次の人に手渡すことが私

の責任なのだろう。 

１９９５年の２０周年の時に開かれた代議員集会に代議員と

して参加することから全体サービスへの関わりが始まった。も

ちろん、それまでに地区、地域のサービスにも参加していたが

評議会・常任理事会機構が日本で始まった現場に居合わせ

たことは感慨深いものである。 

以来、今年で２１回目を迎えた評議会を通して、全国のメン

バー、ＡＡの友人とこの「愛のプログラム」を共有し、それぞれ

の経験を分かち合ってくることができた。 

さらに、機会を得てアメリカ・カナダの評議会を見学すること

も、２０００年、２００５年の世界大会にも参加することもできた。

そして、一昨年はポーランド・ワルシャワで開催されたワールド

サービスミーティング、昨年はアラブ首長国連邦・ドバイで開

催されたアジア・オセアニアサービスミーティングに参加するこ

ともできた。 

世界のメンバーたちとの分かち合いで感じたことは、このＡＡ

プログラムの原理の確かさである。どこの国でも日本と同じよう

な悩みや苦労を抱えているものの、先人たちが作ったそれぞ

れの国の共同体を、たった一つの目的「まだ苦しんでいる人

たちへこのメッセージを伝える」を掲げて活動し続けている姿

に勇気と感動をもらった。 

自分を含め、今ＡＡミーティングに出ることができることに満

足してはいないだろうか。 

 

まだ、多くの苦しんでいる人たちがいることを忘れてはいな

いだろうか。なぜ、ビル・Ｗがワールドサービスのための１２の

概念を書き上げたのか、この良いプログラムを壊さないでとド

クターボブが最後にビルに伝えたのか、もう一度自分の中で

再確認したいと考える。 

飲まない生き方という贈り物をいただいた上に、たくさんの人

たちとの出会いまでいただいた幸せものだと思う。 

今、ホームグループで毎週一度のミーティングを楽しみに、

各地域のラウンドアップへの参加を計画したり、様々な場面で

出来るかぎりＡＡへのお返しを老害にならないよう気をつけな

がらしたいと願っている。 

きっと、どこかでまたお会いできると思う、願うことは叶えられ

るという言葉を忘れずに「今日一日」を歩いていきたい。 

心から「ありがとうございます」を贈ります。 

上石神井ＬＳグループ野崎 

 

■ご挨拶 
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ＪＳＯ 新井 

退任される常任理事、ＷＳＭ評議員の皆さま、大変にお疲

れさまでした。ありがとうございました。皆さんが一貫してサー

ビスを楽しんでおられる姿はメンバーにも伝わったと思います。

今後も楽しんでいただければと願っております。 

さて、私事ですが、２０１６年２月１日からＡＡ・ＪＳＯ所長を拝

命いたしました。はなはだ未熟ではございますが、メンバーの

皆さま、関係者の皆さまにご教示を仰ぎながら精一杯務めさ

せていただきます。何卒よろしくお願い申し上げます。 

なお、同じくしてＮＰＯ法人ＡＡ日本ゼネラルサービス事務

局長も拝命いたしましたこと、報告いたします。 

 

■AAWS発行のDVDについて 
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ＪＳＯ出版局 

現在、英語版のDVDは10種類発行されています。そのう

ち３種類にビルWが登場していますが、アノニミティの観

点から、AA内部での鑑賞に限定されています。 

 

MarkingsontheJourney 

Bill'sOwnStory 

BillDiscussestheTwelveTraditions 

 

みなさまのご理解とご配慮に感謝いたします。ご不明

な点はJSOまでお気軽にお問合せください。 
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